
学校番号 ２１４ 

令和 2年度 国語科 

 

教科 国語 科目 
古典Ｂ（人文・文化エリ

ア） 

単位数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「新編古典Ｂ 改訂版」大修館 

副教材等 
「古典文法ベーシックノート」文英堂 

「プレミアムカラー国語便覧」数研出版 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・１、２年生で学んだ古文や漢文の知識を使って、多くの古文・漢文を読み味わいましょう。 

また、その作品の時代背景や作者についても素養をつけてください。 

・予習として必ず本文を読み、本文写しなどの宿題にも丁寧に取り組んでください。 

授業の後には内容を振り返って、復習してください。 

・提出物の期限は守り、定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

 

２ 学習の到達目標 

・的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。 

・伝統的な言語文化に対する関心を深め、言語感覚を磨く。 

・古典に関する高等教育の基礎としての知識理解を身につける。 

・歴史・文化・自然・人間などに視野を広げ、現代を生きるための知恵や知識を学び、人生を豊か

にする態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:読む能力 ｃ:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う力を進ん

で高めるとともに、言語文

化に対する関心を深め、国

語を尊重してその向上を

図ろうとする。 

文章を的確に読み取ったり、目

的に応じて幅広く読んだりし

て、自分の考えを深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語文化及び言葉の

特徴やきまり、漢字などにつ

いて理解し、知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、プリント等） 

記述の確認及び分析 

（ワークシート） 

定期考査 

小テスト 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、プリント等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学

習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の

観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c   

１ 

知
恵
の
働
き
―
説
話 

「沙石集」 

児の飴食ひたること 
 
 

◎ ○  a:繰り返し音読し、また、

古語辞典を活用する習

慣をつける。 

b:坊主と児について、そ

の環境と人物像をとら

える。 

・学習材の読みとりの確認 

・音読の観察 

・観察・小テスト 

（→定期テスト）  

・発表・ワークシート 

（→定期テスト） 

説
得
の
技
―
逸
話 

「不死之薬」 

 

  ◎ c:漢文訓読に習熟する。 

c:巧みな論理の展開によ

る説得の技を理解す

る。 

・学習材の読みとりの確認 

・音読の観察 

・観察・小テスト  

（→定期テスト）  

・発表・ワークシート 

（→定期テスト） 

説
得
の
技
―
逸
話 

「先従隗始」  ◎  b:物語の筋の展開を正確

に把握し、表現や構成

の巧みさを鑑賞できる

能力を養う。 

 

・学習材の読みとりの確認 

・音読の観察 

・観察・小テスト  

（→定期テスト）  

・発表・ワークシート 

（→定期テスト） 

２ ２ 

宮
中
の
生
活
―
随
筆 

「枕草子」 

雪のいと高う降りたるを 

  ◎ c:古典の語句の意味、文

の構造を理解する。 

・学習材の読みとりの確認 

・音読の観察 

・観察・小テスト  

（→定期テスト）  

・発表・ワークシート 

（→定期テスト） 

女
性
の
視
点
―
日
記 

「紫式部日記」 

和泉式部と清少納言 

 ◎  b:人物評でどのような点

を評価・批評している

かまとめる。 

・学習材の読みとりの確認 

・音読の観察 

・観察・小テスト  

（→定期テスト）  

・発表・ワークシート 

（→定期テスト） 

英
雄
の
物
語
―
三
国
志 

都
への
思
い
ー
日
記 

―
―
日
記 

劉備の死  ◎  b:劉備と諸葛亮の交流を

通して、さまざまな人間

の生き方についての考え

を深める。 

・授業の取り組みの観察 

・ワークシート、小テスト 

（→定期テスト） 

諸葛亮の死 ○ ◎  b:劉備と諸葛亮の交流を

通して、さまざまな人間

の生き方についての考え

を深める。 

a:三国の興亡について、

世界史で学習した事柄と

の繋がりを理解する。 

・授業の取り組みの観察 

・ワークシート、小テスト 

（→定期テスト） 



３ 

家
族
を
思
う
―
物
語 

「雨月物語」浅茅が宿  ◎  b:人間の考え方や人物ど

うしのかかわり、感情

をとらえ理解を深め

る。 

・授業の取り組みの観察 

・ワークシート、小テスト（→

定期テスト） 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:読む能力    c:知識・理解          

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 


